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博士論文の要旨 

 

近年、青果物品質の非破壊評価技術の開発に関する関心が強くなってきている。 

この分野では、可視および近赤外分光法（波長 350～2500nm）による青果物の内部障害

の非破壊検出にも応用できることが示されつつある。しかし、キャベツの内部障害の程度

に関する研究はほとんど行われていない。 

本研究では、可視・近赤外分光法を用いて、キャベツ頂部への衝撃で発生した内部障害

の程度を予測する非破壊評価モデルの作成を目的とした。 

主な成果は、以下の通りである。 

(1) 異なる高さからキャベツを落下させた時に発生する内部障害量（損傷体積）の予測

式を作成した。落下高さ 40cm（5.04±0.07 J）、同 80 cm (10.70±0.24 J)、同 120 cm 

(15.32±0.29 J)および 160 cm (21.13±0.42 J)における内部障害量について、500～1100nm

の吸光度を測定し、その２次微分値を用いて PLS（Partial Least Squares、部分最小二乗

法）解析を行った。その結果、半透過投光方式と波長条件 700～950nmの吸光度を用いて、

内部障害量を非破壊的に精度良く予測できる回帰式（R2 = 0.85）が作成された。これによ

り、キャベツの収穫、流通、貯蔵時における内部障害の程度を非破壊的に評価できる品質

管理システムが構築できるものと期待される。 

(2) さらに収穫後キャベツの内部成分の非破壊評価法について、検討した。 

本研究では、可視・近赤外分光法により内部含水率、糖度およびビタミンＣの含有率を

非破壊的に予測する方法を検討した。反射投光方式と波長 500～1100nm の条件下で吸光度

を算出し、それを用いて内部含水率の予測式（R2 ＝ 0.74、未知試料での予測誤差 RMSEP

＝2.50g/kg）を作成した。糖度（ブリックス、°Brix）については半透過投光方式で R2 ＝ 0.66 

 



  

（RMSEP＝0.20 °Brix）、ビタミンＣについては同じく半透過投光方式で R2 ＝ 0.61

（RMSEP＝0.11g/kg）とやや精度の低い結果となったものの、本研究成果は、キャベツ流

通時の品質の迅速・非破壊評価技術として可能性のあることが示された。 

 

 

  

審査結果の要旨 

 

本研究は、収穫されたキャベツの内部障害程度の非破壊評価に関するものである。 

本研究の目的は、キャベツ頂部への衝撃により発生した内部障害の程度の非破壊評価モ

デルを可視・近赤外分光法により作成することである。 

提出された論文では、異なる高さからキャベツを落下させた時に発生する内部障害量の

予測式（半透過投光方式の使用）を検討し、非破壊的に精度良く予測できることが示され

た。また、収穫後キャベツの内部成分の非破壊評価法についても検討した。その結果、予

測精度はやや低いものの、可視・近赤外分光法により内部含水率、糖度およびビタミンＣ

の含有率を非破壊的に予測できる可能性が示された。 

これらの結果は、キャベツの収穫、流通、貯蔵時等の各プロセスにおいて、内部障害の

有無や内部品質の評価を迅速・非破壊的に行う品質管理システムの構築に援用できるもの

と期待される。また、研究成果の一部は SCI論文誌（LWT-Food Science and Technology）

に掲載済みであり、その他の内容も投稿準備中である。 

よって、本論文は博士（農学）の学位論文として十分に値すると判断した。 

 

 

 
 

(3) 吸気口の有無による散布性能への影響を検討した。吸気口を密閉することにより、水

滴に含まれる空気量は激減した。吸気口の使用により液滴粒子径の分布をより均一にする

ことが可能である。また、吸気口を使用したノズルは、微小液滴の体積比率を減少させて

効率よくドリフト制御できる可能性が示された。 

 

 


